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層状 Co 酸化物 NaxCoO2 は、研究の発端となった巨大熱起電力[1] や超伝導[2] をはじめ

とする多彩な物性を示し、大きな注目を集めている物質である。これらの物性のメカニズ

ムを知るには、フェルミ準位近傍の電子構造とその微視的振る舞いを調べることが重要と

なる。しかし、角度分解光電子分光などの実験による過去の報告[3, 4, 5] では、いずれもフ

ェルミ面やフェルミ準位近傍のバンドの分散関係などにおいて LDA 計算と大きな開きがあ

り、研究の課題点となっている。 

 また、同物質は、Na サイトに異なるアルカリ金属を置換した場合、基本的な電子構造な

どに変化は見られないが、超伝導の有無など、僅かに異なる物性を示す。しかし、アルカ

リ金属がNa以外のケースにおいて、角度分解光電子分光の実験をはじめとする研究報告は、

NaxCoO2 に比べ少ないのが現状である。よって、Na サイトを他のアルカリ金属に置換し、

NaxCoO2 と比較するといった研究も、重要であると考えられる。 

 今回我々は、Na を K に置換したケースにおいて、角度分解光電子分光を試みた。その結

果、フェルミ面とフェルミ準位近傍のバンド分散の観測に成功し、それらのデータから、

バンドの混成や強い電子相関などが示唆された。当日は、得られたデータから、フェルミ

準位近傍における電子構造とその微視的振る舞いについて議論する。 
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